










ものであろうとも、現実の状況から目をそらすことはあり

ませんでした。また、不正の構造を徐々に変えて行こうと

努力する過程で、その不正の構造にもまた、それなりに深

い根のあることに気づいたのです。地域レベjレの経済開発

の問題は、っきつめれば国家レベlレの問題であり、また国

家がそれを望んだところで、経済的列強諸国と国際システ

ムに依存している限り、自由に開発、発展してしパ余地は

ない、というのがカマラ大司教の考え方です。

勇気ある人

一司教が富裕な諸国の経済的支配を批判したり、運命論

を宗教と思い込んでいる貧しい人びとをとがめることは、

勇気のいることです。

また、経済的に支配され、メディアがつくったイメージ

に毒されている我々の世界は、一見して弱き者に愛をもっ

て援助の手を差しのべていると映る者に対しては、その者

を喜んで、受け入れる傾向があります。しかし、この世界は、

その権力構造とメディアによるコントロールこそ、一部の

人々を圧殺し、多くの人びとをぎりぎりの生活状況にまで

追い込んでいる真の理由である、と明示する者に対しては

寛容で、はありません。十分に踏み固められた道からそれで

聖人の道を歩むこと、つまり一般に認められている慈善の

枠を越えて真理を明らかにし、この不健全な状況にメスを

入れてその根源まで焼きつくしてしまうことは、勇気のい

ることです。また、その一挙手一投足を利用しようと狙っ

ている反対派の人びとがうごめいている状況にあって、聴

衆の未熟さを物ともせず、世間の人望を集めることは勇気

のいることです。しかし、大衆から大衆へと語り広める危

険を敢えておかしてこそはじめて、希望のメッセージを今

日の世界に伝えることができるのです。
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ManofCourage

Ittakescouragetospeakabouteconomicdominaｭ

tionintherichcountriesandforanarchbishoptotake

thepoortotaskforfatalismmasqueradingasreligion

Ourworldofeconomichegemoniesandmedia-built

imag 巴s ， readilyacceptsthefigureofalovinghelperof

theweak.Itislesstolerantofthosewhoshowitspower

structuresandmediacontrolasresponsibleforcrushing

someandmarginalizingmany.Ittakescouragetobea

holymanoffthewellwornpaths;togobeyondthe

acceptedlevelsofcharitablegivingandgivethetruth

whichhurtsasitcauterizesandgoestotherootsQf

unhealthyconditions.Ittakescouragetob巴 a popular

figurewhereaudienceimmaturityistheleastofthe

hazardstobecontendedwith ,asconflictinggroupsseek
toinstrumentalizeeverywordandgesture.Yet, onlyby
runningth 巴 risk ofspillingoverfrompopulartopop,
canamessageofhopebetransmittedtotheworldtoday

食事量の緊急援助をうける第三世界の人びと UNICEF 提供



平和の人

あらゆる代価を払って効率性を求め、;織烈な競争をくり

広げているのが、貧富の差を拡大させる一方の、この消費

社会の利潤追求文化の特徴です。こういった状況は変えな

ければなりませんが、その手段は人間の権利と尊厳を踏み

にじるような手段であってはならないはずです。

へlレダー・カマラ大司教は、平和的な手段で根本から社

会変革を目指す人びとの先頭に立ってきました。非常に組

織力のあるカマラ神父は、抑圧された人びとを激励して、

彼らが自らを解放できるよう最大限、努力してきました。

また行政職としての経験をもっ彼は、抑圧された人びとを

解放するには、政治的に組織化する必要があると信じてい

ます。しかし、彼が究極的に信じているのは、人間ひとり

ひとりの尊厳と価値です。

不正に満ちた現状を享受している者によって実体のない

平和がでっちあげられるような構造のなかに潜んで、いる暴

力を指摘することを、カマラ大司教は恐れません。しかし

彼は、こういった構造を暴力的手段に訴えて変革しようと

は言いません。踏みにじられた人びとの前に忍耐強く立ち、

現実に沿った教育によって踏みにじられた人びとが自ら置

かれた状況とその原因を認識し、一致団結して自らを解放

できるよう働きかけているのです。世界の多くの悲惨な状

況に対するへjレダー・カマラ大司教の答えは、冷淡な運命

論でもなければ暴力革命でもなく、非暴力手段による積極

的な行動にあるといえるでしょう。カマラ大司教が平和の

人であるということは、彼自身、ガンジーとマーチン・ル

ーサー・キングの伝統を受け継ぎ、イエズス・キリストの

精神と教えに忠実にしたがっていることからも明らかです。

長期的展望に立つこのすばらしい賞の姿勢が、飢餓を敵

とし、勇気と兄弟愛を武器とする善意ある人びとを結びつ

ける力となることがわれわれの願いです。
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ManofPeace

Efficiencyatanypriceandfiercecompetitivenessare

characteristicsoftheprofit-orientedcultureoftheconｭ

sumersocietywhichconstantlywidensthegapbetween

richandpoor 目 The meansbywhichthismustbechanged

cannotbethesamemeansbywhichhumanrightsand

dignityareviolated.

HelderCamarahaslongbeenintheforefrontof

thosewhoseekradicalsocialchangethroughpeaceful

means.Himselfamanofgreatorganizingability, he
devoteshisbest 巴tT orts tostimulatingtheoppressedto

liberatethemselves.Amanwhohasheldpolitical0市ce ，

hebelievesintheneedforpoliticalorganizing.Above

allthough ,hebelievesinthedignityandworthofevery
humanbeing

Heisnotafraidtonametheviolencehiddeninstrucｭ

tureswhichthebeneficiariesofaniniquitous ‘status quo'
trytomakebelieveispeace.Yethedoesnotadvocate

changingthosestructuresbyviolentmeans.Bypatient

presenceandrealisticpedagogythedowntroddenmust

behelpedseetheirsituationanditscausesanduniteto

liberatethemselves.Neitherapatheticfatalismnorvioｭ

lentrevolution,butpositivenonviolentactionisHelder
Camara'sanswertothecausesofsomuchoftheworld's

misery.Itmakeshimeminentlyamanofpeaceinthe

traditionofGhandiandMartinLutherKingandinthe

spiritoftheteachingandexampleofJesusChrist

Itisourhopethatthelong-sightedgestureofthis

fineawardwillhelpunitemenofgoodwillinthestrugｭ

glewhoseenemyishungerandwhosearmsarecourage

andbrotherhood.
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文化、科学、教育等の研究と諸活動、さらに世界平和の実現と

人類文化の高揚に寄与する研究と諸活動への助成を行ない、シ

ンポジウムの開催、国際交流事業など、幅広い公共牲を有した

社会的な活動を展開しています。

庭野平和財団について
NIWANOPEACEFOUNDATION

庭野平和財団は、創立四十周年を迎えた立正佼成会の記念事 TheNiwanoPeaceFoundationwasestablishedinDe-

業として、昭和 53 年12 月に設立されました。 cember 1978tocommemoratethe40thanniversaryofRissho

総裁庭野日敬ならびに立正佼成会は、世界宗教者平和会議 Kosei-Kai. Internationally, PresidentNikl くyo Niwanoand
theRisshoKosei-Kaihaveactivelypromotedinterreligious

(WCRP) をはじめ、国際自由宗教連盟(l ARF) など、国際的な cooperationforworldpeacethroughtheWorldConference

宗教協力を基盤とした平和のための活動をこれまで積み重ねて onReligionand Peace, andtheInternationalAssociation
きました。一方、園内では「明るい社会づくり運動」を提唱・ forReligiousFreedom.Domestically, thefoundationhas
支援してまいりました。 advocated andsupportedthe“ Brighter SocietyMovement."

Toattainpeace-thisdifficultidealthatmankindhas
平和という、人類が有史以前から求め続けた困難な理想を、 strivedforsincepre-history-cooperationamongreligious

その実現にむけてさらに推進し発展させるためには、宗教者の leaderstoformaunitywhichwillbringaboutslowbut

協力と連帯による地道な努力は今後一層重要と思われます。し steadyprogr 田s hasbecomeincreasinglyvital
Peacecannotbeattained , though , byalimitednumb 巴r

かし平和を達成するためには、このような活動が、特定宗教法
ofreligious leaders, ratheritmustcombineallsectorsof

人の枠をこえ、宗教界の多くの人々、さらに広く社会の各方面 societyasawholeandgatherthewisdomofallinforming

で活躍する方々に参加していただき、衆知を集めて揺ぎのない astablecentralbody.Forthispurpose, equallyimportant
母体をつくる必要が生まれます。また、そのために財政的な基 istheformationofaneconomicinfrastructure.Through

suchanecessity, inthisperiodofconfusion, theNiwano
鎧も築かねばなりません。混迷の度を加える現代にあって、

PeaceFoundationwascreated
うした時代の要請から庭野平和財団は設立されました。 As oneconcreteundertakingtorealizethegoalofworld

事業内容として、宗教的精神を基盤とした平和のための思想、 peace andtheenhancementofculture,thefoundationfinanｭ
ciallyassistsr回earch activitiesandproj 配ts basedonareliｭ

giousspiritconcerningthought, culture, science , education ,
andrelatedsubj ぽts. Symposiumsandinternationalexchange

activitieswhichwillwidelybenefitthepublicareenthusiｭ

asticallyencouraged

財団法人庭野平和財団

〒 107 東京都港区赤坂 8-6- 17 赤坂グランドハウス 202

窓口 3-478-0607

THENIWANOPEACEFOUNDATION

AkasakaGrandHouse202
8-6-17Akasaka , Minato-ku ,Tokyo107
Tel03-478-0607
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